
“つながろう” 人と 地域と くにうみの里

　

日
頃
よ
り
く
に
う
み
の
里
の
施
設
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
施
設
ご
利
用
者
の

皆
様
を
は
じ
め
、
ご
家
族
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
ご
理
解
ご
支
援
を
い
た
だ

き
心
か
ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
５
月

中
に
ご
利
用
者
の
２
回
接
種
を
終
え
ま
し
た
。
接
種
後
、
発
熱
や
接
種
部
の
痛

み
な
ど
の
副
反
応
は
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で

す
。
６
月
下
旬
か
ら
は
、
職
員
の
接
種
も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
感
染
が
抑
制
さ
れ
、
１
日
で
も
早
く
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
正
常
化
す
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
４
月
、
３
年
に
一
度
の
介
護
保
険
の
制
度
改
正
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
改
正
の
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
科
学
的
介
護
」
で
す
。
全
国
各
介

護
事
業
者
が
ご
利
用
者
の
基
本
情
報
や
、
実
施
し
た
ケ
ア
の
内
容
、
ご
利
用
者

の
状
態
に
関
す
る
匿
名
化
さ
れ
た
情
報
を
国
に
提
出
、
厚
労
省
が
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
蓄
積
し
、
各
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
情
報
を
活
用
し
、
ご
利
用
者
個
々
へ
の
支
援
を
行
う
と
い
う
仕
組
み

で
す
。
科
学
的
介
護
の
実
現
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
と
し
て
、
「
科
学
的
介
護
」
の
提
示
が
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
利
用

者
が
自
身
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
や
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し

い
の
か
を
判
断
す
る
根
拠
を
持
つ
こ
と
で
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で

き
、
自
ら
が
望
む
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
分
析
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
根
拠
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
ケ
ア

を
受
け
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
維

持
向
上
へ
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
。 

　

三
つ
目
と
し
て
、
介
護
職
が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
や
ケ
ア
が
望
ま
し
い
の

か
、
正
し
い
介
護
方
法
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら

把
握
で
き
、
明
確
な
根
拠
を
持
っ
て
介
護
を
提
供
す
る
こ
と
で
介
護
職
の
質
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
格
的
に
こ
の
仕
組
み
が
回
り
出
す
に
は
、
時
間
を
要
す

る
で
し
ょ
う
が
、
く
に
う
み
の
里
と
し
て
は
、
計
画
的
に
科
学
的
介
護
に
関
す
る

加
算
取
得
を
進
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。
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2第10号　　令和３年８月 く　に　う　み

シューフィッター
定期訪問

2月8日
メッセージカードを

作ろう
4月　風景展 6月　坂東輝史雄　瓢箪展

5月　十の会　巡回作品展 6月　森のようちえんまんまる　活動写真展

5月10日
苔玉盆栽

3月11日
くにうみ居酒屋

くにうみ美術館その他のイベント

1月から6月のイベント

瀬尾誠さん採寸を
　します‼

調整中…

幅を広げて

わ‼
ぴったり！

　島内唯一シューフィッターの資格をお持ちである、瀬尾誠さんに定期的に訪問
していただいております。瀬尾さんは、在宅や施設の高齢の方のもとへ訪問され、
転倒や足のトラブルの予防のため、足に合った靴のサイズ調整や選び方のポイン
トを指導されています。
　当施設に、外反母趾と足指の交差により、靴を履いた時に擦れることから痛
みを伴っているご利用者がおられました。そこで、瀬尾さんに相談したところ、
快く訪問してくださり、そこから、定期訪問が始まりました。
　足を採寸し、状態を見た上で、たくさんの種類の中敷きを組み合わせたり、
道具を使って靴を広げたり、実際に歩いたり、座っ
たりして入念に調整してくださっています。
　足元のちょっとした不具合をそのままにしておくこ
とが、のちに足の痛みや変形の原因となるそうです。
靴は、かかとに足を合わせて履くことで、快適な履
き心地が保てるそうです。くにうみの里は、これか
らも、瀬尾さんのご協力を得ながら、足元の健康を
も、整えていきます。



3 令和３年８月　　第10号く　に　う　み

　くにうみの里は、平成３０年に「ひょうごノーリフティングケ
アモデル施設」に認定され、4 年が経過しました。
　ノーリフティングケアに取り組み始めた当初は、ノーリフティ
ングケアへの理解や福祉用具の使い方がおぼつかなく、戸惑い
ながら前に進んできました。今では、スライディンググローブや
リフトなどの “福祉用具がないと困る” というレベルまで到達し
ています。
　また、ノーリフティングケアに興味を持った方が、「くにうみ
の里で働きたい」と応募があり、職員採用につながったケース
もあります。
　今後も福祉用具を効果的に活用するとともに、ご利用者、職
員のために施設全体でノーリフティングケアを実践していきたい
と思います。

Q．作品をご紹介ください。
A．クマやネズミの人形、巾着袋など手作りの作品です。
Q.  作品を作るきっかけは？
A. 昔から余った生地を使って人形や巾着を作る事が好きで、良く作って
いました。

　　若い頃は、商売や家内のことがあったのでなかなか時間が取れなかっ
たけど、今は 手芸をしたり、ピアノを弾いたり、自分の時間が持てるよ
うになりました。これからも、自分で作ったものに囲まれて過ごしたい
と思っています。

これからもステキな作品ができあがることを楽しみにしています。

新 し い 職 員 の 紹 介

よろしく
お願いします！

ノーリフティングケアの取組み●ノーリフティングケアの取組み●77

ご利用者の作品紹介♥

　主に、立つことはできにくくなったけれど、座って
足元を踏ん張れるという方向けの福祉用具です。
ベッドや車いす等の間を乗り移るときに使用します。
硬質なプラス
チックの板で、
表面は滑りやす
く加工されてい
ます。
　ベッドや車い
すの間の隙間に
橋を渡すと、
座ったままでお
尻を動かしてい
けます。

vol.4
～スライディングボード～

知って得する 福祉用具のこと知って得する 福祉用具のこと

転入者 〈令和 3年 4月〉   
　 参事（看護担当） 高濱　正子 西播磨総合リハビリテーションセンターより
 次長兼支援課長 中村　由美 丹寿荘より
 支　援　課 鎌田　晃和 五色精光園より
 支　援　課 赤松　梨子 たじま荘より
    
新規採用 〈令和 2年 8月～令和 3年 7月〉   
 支　援　課 仲野　香奈子 西尾　洋一 
  神代　稔己 富貴　茉美 
  マイ・ホン・トゥイ マー・ティ・ホアット 
  柳　　直美   松浦　麻衣
  笹倉　惇史 
    
 総　務　課 竹内　　遥   山口　奈美 

スライディング
ボード

手芸を楽しまれている、藤原さんにうかがいました。
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　いびつ餅は淡路島の郷土料理のひとつです。
端午の節句や泥おとし（田植えの後の労をねぎらう行事）
におやつとして食べられていました。いびつ餅は、ご利用
者のみなさん楽しみにしていただいている手作りおやつで
す。形はそれぞれですが、蒸しあがるとサルトリイバラの
葉のいい香りがし、見た目がぷりっとしたいびつ餅が出来
上がります。
　「おいしかった」「また作ってね」とご利用者のみなさん
に喜んでいただけました。

●いびつ餅● ●いびつ餅風ゼリー●

　

長
い
梅
雨
も
明
け
、う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、皆
さ
ま
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。昨
年
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、ご
利
用

者
、ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

自
由
に
面
会
も
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、心

苦
し
い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
か
と
存
じ
ま

す
。

　

希
望
さ
れ
て
い
た
ご
利
用
者
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
無
事
終
わ
り
、こ
の

ま
ま
事
態
が
収
束
し
、ま
た
以
前
の
よ
う

な
賑
や
か
な
く
に
う
み
の
里
に
戻
れ
る
よ

う
、引
き
続
き
感
染
症
対
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ・Ｙ 記

後
集
編

https://www.facebook.com/kuniuminosato/

くにうみの里

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

３
６
１
に
な
り
ま
し
た
!!

「行事食」の紹介

　今年度も感染症の影響で、楽しみにしていた外出活動やカラオケなどの音楽活動に制限
がある中、できる限りご利用者と職員が笑顔で過ごせる時間を作っていきたいと、様々なレ
クリエーションを行っています。
　創作活動では、７月７日の「七夕」に向けご利用者が短冊に願い事を
書きました。一部ご紹介します。
★いくら年をとっても友達が欲しい　★早く補聴器がほしい
★いつまでも元気でいられるように　★幸せは自分の心にあり
　皆様の願い事が叶いますように！！

浜坂温泉保養荘浜坂温泉保養荘

¥6,800〜
¥6,800〜

1泊2食（税込）
※６５歳以上（平日）

デイサービスくにうみの活動紹介デイサービスくにうみの活動紹介

令和2年度　決算報告
収　入　の　部

決　算　額勘　定　科　目
介 護 保 険 事 業 収 入
受 託 事 業 収 入
経 常 経 費 補 助 金 収 入
経 常 経 費 寄 附 金 収 入
過 年 度 収 入
そ の 他 の 収 入
事 業 活 動 収 入 計
施 設 整 備 等 補 助 金 収 入
固 定 資 産 売 却 収 入
施 設 整 備 等 収 入 計
積 立 資 産 取 崩 収 入
そ の 他 の 活 動 収 入 計

収 入 合 計

538,532,742
0

4,741,316
142,025
189,664
436,539

544,042,286
1,162,600

0
1,162,600
485,000
485,000

545,689,886

支　出　の　部
決　算　額勘　定　科　目

人 件 費 支 出
事 業 費 支 出
事 務 費 支 出
利 用 者 負 担 軽 減 費
支 払 利 息 支 出
そ の 他 の 支 出
事 業 活 動 支 出 計
設備資金借入金元金償還支出
固 定 資 産 取 得 支 出
施 設 整 備 等 支 出 計
積 立 資 産 支 出
拠 点 区 分 間 繰 入 金 支 出
そ の 他 の 活 動 支 出 計
支 　 　 出 　 　 合 　 　 計

380,277,912
79,806,993
44,855,494
844,208
2,842,481

3,510
508,630,598
40,212,000
1,395,800
41,607,800
4,637,000
1,463,000
6,100,000

556,338,398
前 期 末 支 払 資 金 残 高
当 期 末 支 払 資 金 残 高

－7,965,616
－18,614,128

〒669-6702 兵庫県美方郡新温泉町浜坂775

おんせんと
　うまいもんで
　　おもてなし
おんせんと
　うまいもんで
　　おもてなし

http://www.hamasaka-ni.com/
TEL(0796)82-3645まで




